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設けられている、「帰国生」のための特設学級のことである。中学校段階では、全国で5校の国立大学

附属中学校に設けられている（海外子女教育史編纂委員会、1991,227～228頁)。

(9)あかつき中学校の1997年度の帰国子女教育学級生徒募集要項による。なお、あかつき中学校の資料

に関しては、プライバシー保護の観点から参考文献リストには掲載していないことをご了承願いたい。

(10)あかつき中学校の1994年の紀要より引用。

(11)エスノグラフイという方法に関しては、箕浦(1999)を参照されたい。

(12)以下、クラス展示と呼ぶ。

(13)なお、この時点では、「ミニワールド」は世界の国々の動物またはモニュメントなどを紹介・展示す

るという案で、「リサイクル」は空缶などを利用して作品を作るという案であった。それ以上の具体的

な内容については、まだ生徒間での共通認識はなかった。

(14)「一般生」の回答の中には、「外国のハロウィーンやクリスマスはすごくいい感じなのでやってみた

い」という意見があったほか、「キャンディ欲しい」という意見が複数あった。このことは、「一般生」

のハロウィーン・パーティー参加の動機が、必ずしも教師が公式に打ち出したような「文化を学ぶ」

ということではなかったことを示唆している。後述するように、「一般生」や教師、「帰国生」の多様

な要求に対応しえたことが、あかつき中学校でハロウィーン・パーティーが実現した一因であると考

えられる。

(15)具体的には、「帰国生」は「一般生」から、「『帰国生』だから頭が悪い」「英語はできても、ほかの

科目はできない」と思われていると感じ、「一般生」の目を気にしているようだ、と担任は筆者に語っ

てくれた（7月1日、昼休みのインフォーマルな会話より）。

(16)この件を担任は、生徒たちが劇の完成度に納得しきっていなかったからではいかと解釈している

（2月20日、放課後の会話より）。しかし、上演前の熱心な取り組みようや、教師らには公開したこと

から考えて、劇の完成度だけが空組の生徒が「一般生」の観劇を望まなかった理由であるとは筆者に

は考えにくい。また、差異の表象と位置取りという観点からは、ほかの解釈も可能であるので、ここ

ではそれを示す。

参考文献

小野田エリ子(1988)「異文化体験者としての『帰国子女』－追跡面接調査より」『異文化間教育』第

2号86～98頁異文化間教育学会

小沢理恵子(1995)「帰国子女のアイデンティティ」佐藤郡衛編著『転換期にたつ帰国子女教育』87~

119頁多賀出版

海外子女教育史編纂委員会編著（代表佐藤弘毅・中西晃)(1991)『海外子女教育史』海外子女教育

振興財団

川本ひとみ（1995）「帰国子女の自己概念の形成一社会的比較と継時的比較」佐藤郡衛編著『転換期

にたつ帰国子女教育』121～141頁多賀出版

姜尚中・成田龍一・吉見俊哉(1996)「カルチュラル・スタデイーズヘの招待」『現代思想』24巻3号62

～90頁青土社

佐藤郡衛(1997)『海外・帰国子女教育の再構築一異文化間教育学の観点から」、玉川大学出版部

中西晃(1986)「帰国児童・生徒の受け入れの実態（調査結果の分析と考察)」東京学芸大学海外子女教

育センター編『国際化時代の教育一帰国子女教育の課題と展望』169～192頁創友社

袰岩ナオミ(1987)「『海外成長日本人」の適応における内部葛藤一ライフヒストリーによる研究から」

『異文化間教育』第1号67～80頁異文化間教育学会

箕浦康子(1984;1991)『子供の異文化体験』思索社

箕浦康子(1988)「日本帰国後の海外体験の心理的再編成過程一帰国者への象徴的相互作用論アプローチ」

54



日本の中学校における「帰国生」の位置取り：渋谷

『社会心理学研究』3巻2号3～11頁日本社会心理学会

箕浦康子(1994)「異文化で育つ子と÷もたちの文化的アイデンティティ」『教育学研究』61巻3号213-~

221頁日本教育学会

箕浦康子(1995)「異文化接触の下でのアイデンティティー理論枠組構築の試み」『異文化間教育』9

号19～36頁異文化間教育学会

箕浦康子編著(1999)『フィールドワークの技法と実際一マイクロ．エスノグラフイー入門』ミネル

ヴァ書房

Hall,S.,199011997,''CulturalldentityandDiaspOra'',inWoodward,K(ed.)IdentityandDifference,Sage

Publications,pp51-59.[ホール,S小笠原博毅訳(1998)「文化的アイデンティティとディアスポ

ラ」『現代思想』26巻4号90～103頁青士社］

Hall,S,1992,"TheQuestionofCulturalldentity!inHall,S,Held,D.andMcGrew,A(eds.)ModemityandIts

Futures,PolicyPress,pp.274-316.

※Hali(1990;1997)は、1990年初出の英語論文が1997年に再収され、1998年に邦訳されている。本論

文においては、他の箇所との用語の統一を図るために、筆者が1997年の英語論文から翻訳してい

る。

謝辞

あかつき中学校1年空組の生徒の皆様、および先生方、保護者の方々には、長期間にわたり大変

話になりました。ここに記して感謝いたします。なお、ここに示した見解は、私個人のものです。

長期間にわたり大変お世

55


